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Academy of Science and Technology： VAST）の環境
技術研究所（Institute of Environmental Technology
： IET）内に教育研究拠点を開設し，４月１日（金）に，
在ベトナム日本大使館香川孝三公使，VASTの
Dang Vu Minh総裁（大臣），IETのNguyen The Dong
所長他，多数のご来賓の参列を得て，開所式を執り行った。
　開所式はVAST内の会議場で執り行われ，「Contact 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　このたび， 塚本 　 洋 太 郎 名誉教授， 河 合 　 弘 廸 名誉教授が逝去されました。







































































































































































































４．参 加 費 用：無料・お飲物代として５００円。
５．定　　　員：先着１００名
６．申 込 方 法：下記のHPの申込書をメールかFAX又は郵送でお送り下さい。
　　　　　　　　 http://lp21coe.law.kyoto-u.ac.jp/










































４．参 加 人 数：１００名程度
５．申 込 締 切：６月３０日（木）
６．申 込 方 法：メール又はＦＡＸで申し込んでください。（申込様式はホームページに掲載しています。）
７．申　込　先：学生部教務課教務掛
　　　　　　　　　E-mail：kyomu56@mail.adm.kyoto-u.ac.jp












５．参 加 費 用：無料
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平成１７年度創立記念行事音楽会の開催
　本学では，６月１８日の創立記念日を祝し，下記のとおり音楽会を開催いたします。
　本学学生・教職員の来聴を歓迎します。
　名　　　　称　　圧倒的な音と響きの洪水
　　　　　　　　　京大が生んだ気鋭のアーティスト
　　　　　　　　　大井浩明のパイプオルガンコンサート
　演　 奏　 者　　大井　浩明
　日　　　　時　　平成１７年６月１６日（木）　開場：１７：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開演：１８：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終演：２０：３０（予定）
　会　　　　場　　京都コンサートホール（大ホール）　（京都市左京区下鴨半木町１－２６）
　プログラム
　　《第一部》　（約４０分）
　　　　Ｊ．Ｓ．バッハ　　：「トッカータとフーガ　ニ短調　ＢＷＶ５６５」
　　　　Ｊ．Ｓ．バッハ　　：「トリオ・ソナタ　第５番　ハ長調　ＢＷＶ５２９」
　　　　Ｉ．クセナキス　　：「グメーオール」
　　　　　　　　　－－－休憩（２０分間）－－－
　　《第二部》　（約４０分）
　　　　河合　拓始　　　　：委嘱新作・世界初演
　　　　Ｃ．Ｍ．ヴィドール：「オルガン交響曲　第６番　ト短調　ＯＰ４２－２」
　演奏者略歴
大井　浩明　Hiroaki　OOI
　京都市生れ。独学でピアノを始める。京大工学部在籍中は，音楽部交響楽団・音楽研究会・叡風会・ギター部・アフリカ研究会・自転
車同好会「ちゃりんこチエ」等に所属。
スイス連邦政府給費留学生ならびに文化庁派遣芸術家在外研修員としてベルン芸術大学（スイス）に留学，ピアノと室内楽をブルーノ・
カニーノに学ぶ。同音大大学院ピアノ科ソリストディプロマ課程修了。また，チェンバロと通奏低音をディルク・ベルナーに師事，同大
学院古楽部門コンツェルトディプロマ課程も修了した。アンドラーシュ・シフ，ラーザリ・ベルマン（以上ピアノ），ルイジ・フェルディ
ナンド・タリアヴィーニ（バロック・オルガン），ミクローシュ・シュパーニ（クラヴィコード）等の講習会を受講。
　ガウデアムス国際現代音楽演奏コンクール（１９９６／ロッテルダム），メシアン国際ピアノコンクール（２０００／パリ）に入賞。朝日現代音
楽賞（１９９３），アリオン賞奨励賞（１９９４），青山音楽賞（１９９５），村松賞（１９９６），出光音楽賞（２００１）等を受賞。シャルル・デュトワ指揮
ＮＨＫ交響楽団，クリスティアン・アルミンク指揮新日本フィルハーモニー交響楽団，高関健指揮東京都交響楽団，井上道義指揮京都市
交響楽団，沼尻竜典指揮東京シティフィルハーモニー交響楽団，パク・ウンソン指揮仙台フィルハーモニー等のほか，ヨーロッパではバ
イエルン放送交響楽団，アンサンブル・アンテルコンタンポラン（パリ），ドイツ・カンマーオーケストラ（ベルリン），アンサンブル・
アスコ（アムステルダム）等と共演。《ヴェネツィア・ビエンナーレ》，《アヴィニョン・フェスティヴァル》，《ハノーファー・ビエンナー
レ》，《ムジカ・ヴィヴァ》，《パン・ミュージック・フェスティヴァル（ソウル）》等多数の音楽祭に出演。
　仏ＴＩＭＰＡＮＩレーベルでの『クセナキス管弦楽全集』シリーズには２００２年から参加，アルトゥーロ・タマヨ指揮ルクセンブルク・
フィルと共演したＣＤ《シナファイ》は異例のベストセラーとなり，仏ル・モンド・ドゥ・ラ・ミュジック誌"ＣＨＯＣ"グランプリを受賞
した。昨年秋には第２協奏曲《エリフソン～ちはやぶる大地》世界初録音が同レーベルからリリース，また《エオンタ》を含む独奏曲集や
第３協奏曲《ケクロプス》の録音も予定されている。
　近年は歴史的鍵盤楽器の演奏にも力を入れ，J．S．バッハ《クラヴィーア練習曲第三巻》（ドイツ・オルガン・ミサ）全曲によるオルガ
ン・リサイタル，クセナキスのチェンバロ協奏曲《ゴレ島へ》のドイツ語圏初演，デュドゥランジュ・オルガン・フェスティヴァルへの
出演，１６～１７世紀の初期バロックに焦点をあてたチェンバロ・リサイタル等を行う。今シーズンはJ．S．バッハ《平均律クラヴィーア曲集
第１巻》によるクラヴィコード・リサイタルを各地で行い，好評を博している。　ブログサイト：http://ooipiano.exblog.jp/
　作曲者（第２部で演奏される世界初演作品）略歴
河合　拓始　　Takuji　Kawai
　１９６３年神戸生れ。４歳よりピアノを学ぶ。１９８８年京都大学経済学部卒業。在学中より自作自演や即興演奏等の活動を始める。１９９１年東京
芸術大学大学院修士課程（音楽学専攻）修了。ジョン・ケージ作品等の現代音楽コンサートや，即興演奏ライブ，サウンドパフォーマン
ス，ロックバンドへの参加のほか，ダンス・映像・朗読等とのコラボレーションも多い。２０００年，コンサートシリーズ～SARDINE～（全
５回）を主宰。即興演奏家として，フリージャズのサニー・マーレイ（ドラムス），豊住芳三郎（ドラムス）らとも共演，同じく世界的な
即興ドラマー，ハン・ベニンクにも高い評価を受けた。CDに＜ジュエリー＞２０００，＜Live　at　Artland　vol．１＆２／河合拓始・池上秀
夫・清水浩＞２００１，＜ピアノ・プラトー＞２００２等。　公式サイト：http://kaerurec.jp/kawai/
　備　　考　１．入場無料（入場の際は，本学学生証または職員証を呈示してください。）
　　　　　　２．プログラムは当日会場で配布します。
　　　　　　３．定員は１，６００名先着順とします。演奏中は入場できません。
　　　　　　４．問い合わせ先：学生部学生課課外教養担当　℡ 内線２５１１　又は　２５８８ （学生部）
［訂正］
　前号（No. ６００）訃報欄（１８９８ページ）１行目の「増田　稔名誉教授」は「増田　稔教授」の誤りでした。お
詫びして訂正いたします。
編集後記
　５月に開催された広報委員会において、各広報誌の編集体制の見直しが行われ「京大広報」の編集とい
う大役を総務部広報課が担当することになりました。この「京大広報」は大学の動きや部局の動きなどを
教職員・学生に紙媒体で伝える唯一の広報誌です。この重要な使命を果たせるよう努めていきたいと思い
ますので、掲載情報の提供など皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
